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「子育てワンポイントアドバイス」

   

※小林相談員は、あさひ園・カンガルーあさひなどで相談活動を行っています。

第80回　「夏休みこそチャンス」
こころの相談員   小林　節子

　夏休みは一日中子どもと一緒に過ごす親にとって、ストレスの多い時期だと嘆く方がいます。それは、
子供が親の言うことを聞かず、生活習慣が乱れたり、テレビやゲーム、漫画づけになっている子供のこ
とが気になってしようがない。ちっとも勉強をしない。などなかなか親の期待通りの行動を子どもがし
ないためでしょう。
　そこで、つい口やかましく子どもを叱ってしまうけれど、ちっとも行動に改善が見られず、またスト
レス。というわけですね。小、中学生の子どもとは、最低限の約束やルールを取り決めましょう。たと
えば、食事の時間を知らせたら、その時間に食卓に着かなければ、さっさと片付ける。そうして空腹を
経験すれば、次からはきちんと食事の時間を守るでしょう。家事の一部を手伝いとして課したら、必ず
させましょう。もしお風呂掃除をさぼったら、その日は家族もお風呂を我慢する。そして、自分が約束
を守らないと、他者にも迷惑をかけることを学ばせましょう。母親はつい、「仕方がないわねえ」と、
子供を甘やかして、子供が経験から学ぶ機会を取り上げてしまいがちです。
　勉強や、部活動を優先させて、子どもに家の手伝いをさせないというのも、夏休みには見直しましょ
う。そして約束を守ったときは、以前この欄でお知らせしたように「あなたが約束を守って、責任を果
たしてくれて、お母さんはとてもうれしい」というようにアイメッセージで伝えてください。約束や、
ルールは子どもの年齢や発達に見合ったものにすべきなのは当然です。子どもがルールを破った時も、
「あんなに言ったのにどうしてできないの」と、叱るより、「ルールを守ってくれなくて、お母さんは
悲しいわ」というアイメッセージのほうが有効です。

あさひ園（七夕集会）

「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」トップ会議「１対１対談」の開催について
町の具体的な課題について、三重県知事と町長がオープンな場で議論し、課題に対して共通の認識を醸成するとともに、課題の解決に
向けて前に進めることを目的に開催します。　
日時　8月30日㈭　14時30分～15時30分　　場所　朝日町役場　２階　大会議室、現地視察
問い合わせ先　企画情報課　TEL 377－5663

８月15日は終戦記念日です
正午にサイレンを鳴らしますので、戦争で亡くなられた皆さまのご冥福と世界の平和を祈り、1分間の黙とうをお願いします。

ストーリーテリング
絵本をつかわないで、そっとお話に耳をかたむける会です。
日時：8月19日㈰　11時～11時30分　　場所：朝日町教育文化施設　2階　視聴覚室
内容：わらとすみとそら豆（グリムの昔話）他３話 　　対象：静かにお話が聞ける方ならどなたでも。
おはなし：ストーリーテリングの会「フォンターナ」　　問い合わせ先：あさひライブラリー　TEL377－6111
※入場無料・申込不要

「中部電力」からのお知らせ
台風や強風の後など、切れた電線には絶対に触らないでください。
切れた電線や強風によるビニールの巻き付き等を発見されましたら、下記連絡先までご通報をお願いいたします。
また、湿度の高い状態の時には、鉄塔付近や電柱から「ジィー」という音と光がでることがありますが、これによ
る危険性はありません。
これは、強風により運ばれた海水の塩分が鉄塔や電柱のガイシに付着して発生するもので、雨で洗い流されること
により音や光は自然になくなります。
【連絡先】①鉄塔関係　中部電力㈱　桑名電力所　TEL 0594－23－8134
　　　　　②電柱関係　中部電力㈱　桑名営業所　TEL 0120－985－341

　7月13日㈮、朝日町と四日市北警察署で災害時に備えた相互協
力に関する覚書調印式を行いました。
　この覚書は、当地区において東海・東南海・南海地震の発生に
よる大規模災害が懸念される中、それに備えた人的被害、建物や
交通網等の物的被害の情報を相互に提供するものとなっています。
この覚書締結により更なる朝日町と警察との連携を深め、災害発
生の防御、拡大防止を図っていきます。
＊なお、調印式は川越町と合同で行いました。

災害時に備えた相互協力に関する
覚書を締結しました！

　7月20日㈮、朝日小学校において、昭和60年から継続開催して
いる「非核平和都市宣言啓発事業」を行いました。
　今年度も、小学校の児童が平和の祈りをこめて折った折鶴を、
児童代表の子ども達から教育長に手渡し、町より折鶴を広島平和
記念公園に送りました。
　我が国は世界で唯一の被爆国であり、広島や長崎のような惨禍
を二度と繰り返さないように、原爆の恐ろしさや戦争の悲惨さを
より多くの人々が理解し、次世代へ伝えていくことが重要だと考
えます。

非核平和都市宣言啓発事業

（左から朝日町長、四日市北警察署長、川越町長）

　集会では、おり姫とひこ星のお話
を聞きました。
　３，４，５歳児は、七夕飾りを作
ったり、短冊に願い事を書いて飾っ
たりしました。


